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二
年
後
の
国
連
軍
縮
総
会
を
目
指
し
世
界
的
な
上
映
運
動
を
起
こ
す
と
い
う
も
の
。
（
５
．
ｍ
長
崎
新
聞
）
■
原
爆
の
地
獄
図
ま
ざ
ま
ざ
長
崎
原
爆
投
下
後
に
臨
時
救
護
所
な
ど
で
救
護
活
動
に
尽
力
し
た
日
赤
看
護
婦
や
生
徒
た
ち
の
手
記
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
（
５
．
５
朝
日
新
聞
）
■
東
独
か
ら
も
記
念
碑
寄
贈
長
崎
市
が
平
和
公
園
に
建
設
を
進
め
て
い
る
世
界
平
和
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
に
、
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
の
ひ
と
つ
、
一
フ
ー
ベ
ン
ス
ブ
リ
ッ
ク
跡
に
立
つ
母
子
像
の
復
製
を
贈
り
た
い
と
十
四
日
長
崎
を
訪
れ
た
Ｈ
・
ブ
リ
ｌ
駐
日
大
使
が
語
っ
た
。
■
日
本
代
表
国
の
提
案
最
終
文
書
に
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
軍
縮
教
育
世
界
会
議
の
最
後
日
「
広
島
・
長
崎
の
被
爆
体
験
を
世
界
の
教
科
書
で
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
」
と
の
提
案
は
ほ
ぼ
原
案
通
り
最
終
文
書
に
採
択
さ
れ
た
。
（
６
．
超
長
崎
新
聞
）
■
「
火
の
雨
」
を
再
版
佐
世
保
空
襲
を
語
り
継
ぐ
会
（
徳
永
辰
雄
代
表
十
五
人
）
は
市
民
二
十
四
人
の
体
験
記
や
戦
争
原
因
の
追
求
、
戦
後
の
反
省
と
未
来
へ
の
期
待
を
込
め
た
論
文
を
収
集
、
戦
争
へ
の
怒
り
と
平
和
へ
の
願
い
を
訴
え
て
い
る
。
■
十
五
ケ
国
の
子
供
か
ら
”
点
長
崎
市
が
被
爆
三
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
世
界
の
子
供
た
ち
か
ら
募
集
し
て
い
た
平
和
と
反
原
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
四
日
ま
で
に
二
二
九
点
寄
せ
ら
．
れ
た
。
最
年
少
五
才
の
カ
ル
ロ
で
法
理
塑
箔
液
孵
拡
褐
誠
證
が
発
足
し
た
。
こ
れ
は
米
・
ス
リ
ー
マ
酒
仙
喝
纒
儲
塵
極
極
鋸
梛
瀝
鮮
誕
評
鯲
妹
都
市
の
縁
組
の
申
し
入
れ
を
受
け
た
広
島
市
の
市
民
た
ち
が
、
両
都
市
の
被
爆
資
料
交
換
な
ど
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
呼
灘
蹴
撫
織
鵬
辮
総
核
日
米
学
者
会
議
（
会
長
ジ
ョ
ン
・
サ
訴
匪
”
塞
罐
蓉
沁
娃
叱
恥
鯉
垂
塞
鴻
匪
呼
び
か
け
て
い
る
。
》
》
》
》
》
》
》
》
》
峠
唾
鋤
》
》
》
て
あ
っ
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も
「
ナ
ガ
サ
キ
・
ハ
リ
ス
バ
ー
グ
の
会
」
を
実
現
さ
せ
た
い
。
（
Ｋ
）
に
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
ｒ
、
ノ
Ⅱ
信
岬
獅
碓
一
長
裟
諦ⅡⅡ
Ｊ
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
可
ナ
ガ
サ
キ
・
ハ
リ
ス
バ
ー
グ
の
会
を
ノ
ス
・
サ
ー
ジ
ス
君
（
ア
メ
リ
カ
）
ロ
被
爆
の
悲
慾
善
竈
零
聞
）
「
広
島
国
際
文
化
財
団
」
（
山
本
朗
理
事
長
）
と
「
長
崎
を
世
界
に
伝
え
る
会
」
（
秋
月
辰
一
郎
会
長
）
は
両
市
の
実
情
を
世
界
に
伝
え
る
た
め
、
七
月
～
八
月
に
か
け
米
国
の
地
方
紙
記
者
三
人
を
招
く
。
計
画
は
マ
サ
テ
ュ
ー
セ
ッ
州
タ
フ
ッ
大
学
の
秋
葉
忠
利
さ
ん
（
三
八
）
が
提
唱
日
本
新
聞
協
会
、
米
新
聞
編
集
者
協
会
（
全
米
千
七
百
紙
加
盟
）
な
ど
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
実
現
す
る
。
■
外
国
人
被
爆
者
を
招
待
長
崎
市
は
八
月
の
祈
念
式
典
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
レ
ー
ネ
・
シ
ョ
ー
フ
ェ
ル
氏
（
五
七
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ピ
ー
タ
ー
・
マ
ッ
ク
グ
ラ
ス
・
カ
ー
氏
（
六
四
）
韓
国
釜
山
市
の
黄
応
八
氏
（
六
三
）
と
北
朝
鮮
の
被
爆
者
、
元
連
合
軍
捕
虜
ら
四
人
の
外
国
人
被
爆
者
を
招
待
し
、
長
崎
の
被
爆
者
と
交
流
し
核
兵
器
の
廃
絶
の
輪
を
世
界
に
広
げ
る
の
が
目
的
と
し
て
い
る
。
（
６
．
９
西
日
本
新
聞
）
■
来
年
度
に
も
設
け
た
い
ダ
ブ
ル
選
挙
で
、
長
崎
入
り
し
た
野
呂
厚
生
大
臣
は
「
五
十
六
年
度
に
も
国
家
補
償
の
立
場
で
被
爆
者
の
救
済
策
の
特
別
制
度
を
設
け
た
い
。
被
爆
地
域
拡
大
は
、
基
本
懇
で
検
討
し
て
い
る
の
で
適
切
な
判
断
が
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
■
原
爆
死
没
者
名
簿
書
き
続
け
旭
年
奉
安
箱
に
納
め
る
死
没
者
名
簿
を
書
き
続
け
て
き
た
酒
井
勇
さ
ん
（
七
三
）
は
病
気
の
た
め
引
退
し
中
山
広
さ
ん
宅
９
広
島
・
長
崎
の
被
爆
、
そ
し
て
日
本
敗
戦
か
ら
詣
周
年
目
の
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
鏥
年
を
必
死
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
被
爆
者
、
市
民
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
こ
の
一
カ
月
近
く
、
私
は
み
な
さ
ん
の
絶
大
な
ご
支
援
を
う
け
て
、
パ
リ
で
の
ユ
ネ
ス
コ
軍
縮
教
育
世
界
会
議
に
出
席
し
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
を
旅
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
紙
上
を
借
り
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
以
下
、
簡
単
で
す
が
、
報
告
と
問
題
提
起
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
核
軍
縮
教
育
こ
そ
優
先
課
題
「
軍
縮
」
と
い
う
の
は
、
英
語
で
は
巳
骨
§
３
ミ
ミ
風
つ
ま
り
「
軍
備
撤
廃
」
と
訳
す
ほ
う
が
正
確
で
す
。
じ
つ
は
今
回
の
会
議
は
、
一
九
七
八
年
の
国
連
軍
縮
特
別
総
会
の
最
終
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
の
科
学
・
教
育
・
文
化
・
機
構
）
が
主
催
し
た
史
上
は
じ
め
て
の
世
界
会
議
だ
っ
た
の
で
す
。
会
議
の
基
本
テ
ー
マ
は
、
「
世
界
各
国
の
軍
縮
教
育
に
関
す
る
情
況
を
評
価
し
軍
縮
教
育
や
研
究
の
専
門
家
、
教
育
● ●
被
爆
弱
年
と
証
言
運
動
の
課
題
ｌ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
か
ら
帰
っ
て
Ｉ
を
採
択
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
会
議
の
む
ず
か
し
さ
と
重
大
さ
、
そ
の
画
期
的
意
義
も
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
核
保
有
国
代
表
の
発
言
の
あ
い
ま
い
さ
と
観
念
性
、
核
軍
事
同
盟
国
の
教
育
者
や
研
究
者
た
ち
の
苦
悩
、
後
進
国
・
発
展
途
上
国
の
矛
盾
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
い
、
そ
の
な
か
で
、
長
崎
。
広
島
・
東
京
か
ら
参
加
し
た
、
名
の
日
本
代
表
の
報
告
と
提
案
は
大
き
な
共
感
と
支
持
を
え
ま
し
た
。
私
た
ち
の
提
案
の
中
で
、
も
っ
と
も
一
重
要
な
の
は
、
「
軍
縮
教
育
一
般
で
な
■
ノ
ー
モ
ア
長
崎
。
・
豪
州
で
も
記
念
行
事
五
十
二
年
に
メ
ル
ボ
ル
ン
、
シ
ド
ニ
ー
な
ど
豪
州
数
ケ
所
で
広
島
・
長
崎
の
写
真
巡
回
展
を
開
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
同
市
の
民
間
平
和
団
体
が
長
崎
市
長
の
ビ
デ
オ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
求
め
て
き
た
。
（
７
．
５
共
同
）
■
「
平
和
へ
の
誓
い
」
は
江
頭
さ
ん
江
頭
さ
ん
は
「
私
は
多
く
の
教
え
子
と
家
族
を
失
っ
た
が
、
死
ん
だ
人
た
ち
に
は
い
ま
な
お
補
償
が
な
い
。
補
償
が
な
い
限
り
犬
死
に
で
う
か
ば
れ
な
い
・
核
軍
備
競
争
は
激
し
く
な
る
ば
か
り
。
日
本
人
は
さ
ら
に
強
く
核
廃
絶
を
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
誓
い
の
中
に
盛
り
込
み
ま
す
。
■
「
原
爆
孤
老
」
施
設
完
成
相
次
ぐ
社
会
福
祉
法
人
・
純
心
聖
母
会
、
恵
の
丘
長
崎
原
爆
特
別
養
護
ホ
ー
ム
の
別
館
と
池
田
六
郎
さ
ん
（
六
二
）
が
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
（
６
．
超
読
売
新
聞
）
■
コ
ッ
ポ
ラ
さ
ん
死
去
原
爆
投
下
後
に
長
崎
市
に
駐
留
、
監
視
活
動
、
街
の
清
掃
に
従
事
し
、
最
近
は
「
在
米
被
爆
者
」
と
し
て
米
政
府
に
退
役
軍
人
へ
の
補
償
を
要
求
し
て
い
た
Ｈ
・
コ
ポ
ラ
氏
は
フ
ロ
リ
ダ
州
の
病
院
で
十
六
日
深
夜
（
現
地
時
間
）
死
亡
し
庵
（
６
・
狙
朝
日
新
聞
）
■
爆
心
地
近
く
五
柱
を
発
見
長
崎
市
本
尾
町
の
宅
地
造
成
中
の
山
の
斜
面
で
人
骨
五
柱
が
見
つ
か
り
四
日
長
崎
市
へ
引
き
渡
さ
れ
た
。
同
市
で
は
被
爆
者
の
遺
骨
の
可
能
性
が
強
い
と
見
て
調
べ
て
い
る
。
（
７
．
５
朝
日
新
閻
鎌
田
定
夫
政
策
者
が
、
意
見
や
経
験
を
自
由
に
交
換
し
、
学
校
内
外
の
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
の
軍
縮
教
育
を
促
進
す
る
こ
と
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
軍
縮
へ
の
世
論
を
よ
び
お
こ
す
こ
と
」
で
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
・
ア
ブ
”
陸
蝿
邇
回
詑
ふ
ぽ
標
西
伽
率
罐
、
、
謝
一
呼
輌
畦
琿
醜
鋤
轆
麺
詠
馳
如
唾
娠
澤
琉
一
備
増
強
へ
の
動
き
も
、
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
渦
中
で
● ●
事
務
局
日
誌
５
月
１
日
実
行
委
員
会
（
被
災
協
）
５
月
８
日
訪
米
代
表
団
報
告
会
（
被
災
協
）
５
月
猫
日
軍
縮
教
育
会
議
長
崎
予
備
会
議
５
月
配
日
「
証
言
刊
行
」
記
者
会
見
５
月
配
日
証
言
、
通
信
発
送
完
了
６
月
１
日
崔
さ
ん
帰
国
見
送
り
６
月
５
日
市
内
書
店
訪
問
（
配
本
他
）
６
月
、
日
恵
の
丘
原
爆
養
護
ホ
ー
ム
を
訪
問
７
月
１
日
実
行
委
員
会
（
被
災
協
）
７
月
皿
日
軍
縮
教
育
会
議
長
崎
代
表
団
帰
国
報
告
集
会
（
市
民
会
館
）
７
月
過
日
原
普
協
事
務
局
会
議
７
月
誕
日
通
信
原
稿
出
稿
編
集
後
記
山
川
さ
ん
か
ら
十
四
枚
の
長
文
原
稿
と
元
毎
日
長
崎
支
局
長
の
梅
田
之
さ
ん
か
ら
、
回
想
「
私
の
ナ
ガ
サ
キ
」
を
寄
稿
頂
い
た
。
前
者
は
要
約
を
後
者
は
次
号
本
誌
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。
運
営
難
で
通
信
は
休
刊
を
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
基
金
カ
ン
パ
に
よ
り
か
ろ
う
じ
て
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
未
払
金
は
七
号
。
八
号
で
百
三
○
万
円
を
抱
え
ま
す
。
読
者
は
微
増
で
す
が
、
定
期
識
読
で
会
を
支
え
て
下
さ
い
。（
Ｋ
）
が
三
シ
山
町
に
完
成
。
別
館
は
総
工
費
六
億
四
千
九
百
万
円
、
国
。
県
。
市
が
約
三
億
四
千
二
百
万
円
を
補
助
し
た
。
■
被
爆
体
験
を
語
り
つ
ぐ
座
談
会
長
崎
市
が
被
爆
三
十
五
周
年
行
事
と
し
て
世
代
別
に
五
回
開
催
す
る
座
談
会
の
一
二
日
は
青
年
層
の
参
加
で
十
二
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
（
７
．
週
長
崎
新
聞
）
く
、
核
軍
縮
教
育
を
最
優
先
課
題
と
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
最
終
文
書
の
中
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
・
長
崎
の
体
験
、
被
爆
の
実
相
と
被
爆
者
の
証
言
を
、
人
類
絶
滅
へ
の
警
鐘
と
し
て
世
界
の
教
科
書
や
教
材
に
と
り
入
れ
る
こ
と
、
一
九
八
一
年
に
核
軍
縮
教
育
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
日
本
で
開
催
す
る
こ
と
な
ど
、
六
項
目
の
提
案
も
行
な
い
ま
し
た
。
反
核
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
連
帯
を
パ
リ
で
の
会
議
の
あ
と
、
長
崎
代
表
三
名
は
西
ド
イ
ツ
の
平
和
集
会
に
参
加
し
、
ま
た
、
山
川
剛
さ
ん
と
私
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
ね
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
強
制
収
容
所
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
は
さ
ら
に
二
週
間
、
パ
リ
と
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
、
元
連
合
軍
捕
虜
の
被
爆
者
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
と
対
話
を
か
わ
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
確
認
し
た
の
は
、
「
核
兵
器
廃
絶
、
軍
国
主
義
Ⅱ
フ
ァ
シ
ズ
ム
阻
止
の
た
め
の
連
帯
、
共
同
行
動
の
強
化
」
で
あ
り
、
そ
の
も
っ
と
も
創
造
的
な
、
民
衆
レ
ベ
ル
の
方
法
こ
そ
、
「
草
の
根
の
市
民
運
動
、
国
際
的
証
言
運
動
の
展
開
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
被
爆
妬
周
年
に
さ
い
し
、
証
言
運
動
初
発
の
原
点
に
か
え
り
、
決
意
あ
ら
た
な
前
進
を
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
１
’
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青
木
久
枝
二
千
円
（
東
京
）
井
上
光
晴
・
白
井
秀
雄
各
二
千
円
（
市
川
）
渡
辺
清
五
千
円
（
北
海
道
）
阿
部
純
一
五
千
円
（
福
江
）
清
水
聡
二
千
円
（
松
廷
藤
本
静
三
千
円
（
北
九
州
）
竹
下
孝
史
二
千
円
（
東
京
）
内
田
正
男
四
千
円
（
長
崎
）
今
村
冬
三
二
千
円
（
長
崎
）
銀
屋
町
教
会
井
形
和
子
他
有
志
三
千
六
百
五
十
円
（
長
崎
）
岩
崎
洋
子
三
百
五
○
円
（
長
崎
）
太
田
光
男
二
千
円
（
大
月
市
）
和
田
英
夫
三
千
円
（
北
海
道
）
友
成
久
平
四
千
円
（
広
島
）
無
名
氏
二
千
円
（
小
平
市
）
手
島
修
三
・
五
千
厘
（
長
崎
）
吉
岩
清
子
五
百
円
（
川
崎
）
根
本
孔
衛
二
千
円
（
西
彼
杵
）
竹
本
ト
シ
エ
二
千
円
（
広
島
）
中
村
義
明
二
千
九
百
五
○
円
（
長
崎
）
鎌
田
定
夫
五
千
円
（
長
崎
）
上
戸
政
明
八
千
円
（
東
京
）
い
ぬ
い
と
み
こ
一
万
円
中
川
光
江
二
千
円
累
計
十
一
万
九
千
九
百
五
○
円
（
付
記
）
軍
縮
教
育
会
議
代
表
派
遣
カ
ン
パ
は
実
行
委
員
会
よ
り
の
割
当
目
標
五
万
円
を
は
る
か
に
上
回
る
金
額
に
達
し
ま
し
た
。
振
替
用
紙
で
御
送
金
頂
い
た
募
金
は
所
要
の
手
数
料
が
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
金
額
は
若
干
異
な
り
ま
す
。
な
お
、
実
行
委
員
会
へ
の
寄
託
締
切
日
を
経
過
し
て
到
着
し
た
金
額
三
万
二
千
八
百
五
○
円
は
基
金
募
金
に
算
入
し
六
号
印
刷
費
未
払
金
二
十
六
万
八
千
円
の
支
払
い
に
充
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
御
了
承
下
さ
い
。
本
会
の
債
務
は
新
た
に
七
号
・
八
号
印
刷
未
払
金
百
三
○
万
円
と
な
り
ま
す
。
募
金
御
協
力
者
の
御
芳
名
を
紙
上
に
記
し
、
心
か
ら
の
深
い
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。
な
お
脱
漏
な
き
こ
と
を
期
し
ま
し
た
が
万
一
遺
漏
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
手
数
で
も
御
一
報
下
さ
い
。
③
「
毎
日
」
は
「
毎
月
」
と
は
で
き
な
い
か
。
④
第
３
項
は
削
除
で
き
な
い
か
。
以
上
で
②
の
曲
名
は
削
除
し
な
い
・
③
は
「
毎
日
」
を
変
え
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
「
さ
し
か
え
」
審
査
を
終
了
し
た
。
（
以
下
省
略
）
（
事
務
局
注
・
以
上
の
概
要
は
被
爆
教
師
の
会
事
務
局
長
、
山
川
剛
氏
の
寄
稿
原
稿
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
）
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
新
刊
・
再
刊
△
″
日
、
、
〃
〃
ｒ
、
、
■
″
夕
■
口
、
〃
″
口
、
、
〃
〃
■
、
画
０
ク
″
日
、
、
ク
〃
■
、
、
刀
”
Ｊ
も
ｑ
①
核
実
縮
と
原
発
・
む
つ
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ａ
５
版
四
十
三
ペ
ー
ジ
一
部
三
百
円
（
六
月
三
○
日
発
行
）
②
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
Ａ
５
版
百
五
十
五
ペ
ー
ジ
一
部
八
百
円
（
六
月
十
日
発
行
）
③
軍
縮
教
育
資
料
集
Ａ
４
版
六
十
八
ペ
ー
ジ
一
部
八
百
円
編
集
軍
縮
教
育
研
究
会
翻
訳
・
日
本
原
水
協
国
際
部
以
上
照
会
先
８
５
２
長
崎
市
宝
栄
町
十
八
－
四
、
長
崎
「
原
爆
問
題
」
研
究
普
及
協
議
会
事
務
局
④
長
崎
を
忘
れ
な
い
（
渡
辺
千
恵
子
著
）
１
０
２
東
京
都
千
代
田
区
五
番
町
十
－
六
草
士
文
化
千
二
百
円
（
七
月
二
○
日
発
行
）
⑤
火
の
雨
（
再
刊
）
Ｂ
６
版
二
百
九
十
七
ペ
ー
ジ
一
部
千
三
百
円
８
５
７
の
１
１
佐
世
保
市
天
神
町
二
五
四
五
－
一
佐
世
保
空
襲
を
記
録
す
る
会
（
徳
永
屋
諺
⑥
原
爆
孤
老
１
６
０
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
三
－
三
－
十
二
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
一
部
千
三
百
円
⑦
ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ヤ
訪
米
代
表
ユ
ネ
ス
コ
軍
縮
教
育
代
表
特
別
レ
ポ
ー
ト
（
書
名
未
定
）
九
月
刊
行
予
定
（
４
月
１
７
月
）
■
感
傷
旅
行
被
爆
元
英
軍
捕
虜
長
崎
へ
英
国
の
新
聞
社
の
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
（
感
傷
旅
行
）
」
の
手
記
募
集
に
入
選
し
た
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
市
の
Ｂ
ｏ
ｗ
・
チ
ェ
イ
ン
さ
ん
（
弱
）
は
長
崎
市
を
訪
れ
た
。
同
氏
は
川
南
造
船
所
で
リ
ベ
ッ
ト
打
ち
な
ど
に
従
事
被
爆
の
惨
状
を
目
撃
し
て
い
た
。
（
４
．
ｍ
朝
日
新
聞
）
■
扣
年
か
け
た
報
告
書
完
成
原
爆
復
原
調
査
事
業
は
、
米
軍
が
原
爆
投
下
前
に
撮
影
し
た
航
空
写
真
を
基
に
証
言
な
ど
か
ら
爆
心
地
の
半
径
二
キ
ロ
以
内
に
あ
る
四
十
八
カ
町
（
旧
町
名
）
で
は
被
爆
直
前
に
一
万
一
千
二
百
九
十
二
世
帯
あ
っ
た
と
推
定
。
今
回
の
調
査
で
記
入
で
き
た
世
帯
名
は
一
万
三
百
七
十
一
世
帯
で
復
原
率
九
一
・
八
％
と
精
度
を
増
し
た
。
（
４
．
ｍ
朝
日
新
閻
■
基
本
問
題
懇
委
員
来
崎
現
地
視
察
団
の
一
行
六
人
は
平
和
記
念
像
に
献
花
、
国
際
文
化
会
館
、
長
崎
原
対
協
検
査
セ
ン
タ
ー
、
長
崎
原
爆
病
院
を
視
察
、
芽
団
長
は
視
察
後
、
記
者
団
に
感
想
を
求
め
ら
れ
「
被
爆
者
の
要
望
の
う
ち
、
反
対
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
（
答
申
）
に
反
映
さ
せ
て
い
く
」
と
発
言
。
（
４
．
皿
長
崎
新
聞
）
（
長
崎
）
末
永
浩
一
万
円
（
熊
本
）
長
谷
川
清
二
七
千
円
（
熊
本
）
高
浜
千
里
千
円
（
熊
本
）
山
崎
秀
子
五
百
円
（
熊
本
）
長
谷
川
恭
子
千
円
（
熊
本
）
郡
山
義
昭
五
百
円
（
東
京
）
宮
坂
和
子
三
千
円
（
長
崎
）
荒
川
秀
男
三
千
円
（
東
京
）
鶴
見
和
子
五
千
円
（
長
崎
）
奈
良
崎
瀞
・
奈
良
崎
ミ
ツ
エ
・
立
石
政
敏
立
石
明
子
各
三
百
円
（
長
崎
）
池
田
ク
ニ
子
。
池
田
修
二
・
吉
村
征
子
・
川
口
豊
子
各
五
百
円
。
松
岡
瑞
典
千
円
（
佐
賀
）
小
野
卯
一
（
千
円
）
小
野
ハ
ツ
エ
三
百
円
（
島
原
）
堀
川
愛
子
二
千
円
（
長
崎
）
金
谷
延
子
二
千
円
（
東
京
）
山
本
リ
ェ
。
三
好
博
幸
・
大
柿
帳
太
郎
。
飯
田
啓
子
各
千
円
（
千
葉
）
比
連
崎
志
げ
千
円
（
壱
岐
）
山
坂
覧
子
・
今
村
美
和
子
・
藤
島
光
信
各
二
百
円
・
堀
川
元
子
三
百
円
。
山
崎
文
博
・
村
井
宰
・
梶
原
孝
夫
・
原
範
江
各
百
円
・
田
口
美
樹
子
百
五
○
円
（
佐
賀
）
谷
口
正
男
千
円
（
広
島
）
栗
原
貞
子
二
千
円
・
塚
本
弥
生
・
江
崎
須
賀
子
各
二
百
円
（
福
岡
）
上
野
英
信
五
千
円
（
長
崎
）
木
下
友
一
五
千
円
（
長
崎
）
山
本
和
明
三
千
円
．
（
島
原
）
内
田
寿
子
五
百
円
内
田
上
五
百
円
古
川
喜
広
五
百
円
林
田
貞
千
円
林
田
由
比
五
百
円
（
諌
早
）
内
田
一
長
二
千
円
（
長
崎
）
森
田
増
右
ヱ
門
三
千
円
（
● ●
’ 長
崎
通
信
軍
縮
教
育
代
表
派
遣
募
金
報
告
５
月
～
７
月
（
敬
称
略
）
■
遅
す
ぎ
て
短
過
ぎ
て
基
本
懇
委
員
の
意
見
聴
取
は
じ
ま
る
。
（
４
．
浬
朝
日
新
聞
）
■
「
ノ
ー
モ
ァ
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
を
訴
え
全
米
各
地
を
訪
問
し
て
い
た
「
日
米
の
被
爆
者
と
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
代
表
団
（
長
崎
か
ら
三
人
）
は
主
要
六
十
都
市
を
訪
問
。
草
の
根
巡
礼
よ
り
帰
国
。
（
４
．
”
共
同
）
■
カ
ナ
ダ
の
石
を
台
座
に
平
和
公
園
の
原
爆
中
心
地
の
そ
ば
に
建
つ
「
平
和
を
祈
る
子
の
像
」
の
台
座
石
に
と
、
Ｂ
ｏ
Ｉ
・
ラ
ン
キ
ン
駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
夫
妻
、
Ｃ
ｏ
ｗ
ロ
ス
カ
ナ
ダ
国
防
研
修
所
長
が
出
席
し
贈
呈
式
が
あ
っ
た
。
こ
の
平
和
の
石
の
き
っ
か
け
は
昨
年
四
月
同
国
駆
遂
艦
テ
ラ
ノ
バ
補
給
艦
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
入
港
の
さ
い
、
士
官
た
ち
が
像
の
台
座
に
各
国
の
石
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
に
カ
ナ
ダ
の
石
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き
贈
呈
を
計
画
し
て
い
た
も
の
。
（
４
．
”
長
崎
新
聞
）
■
困
難
な
原
爆
展
開
催
日
中
友
好
「
長
崎
市
民
の
翼
」
で
北
京
・
上
海
・
福
州
を
訪
問
し
て
き
た
本
島
等
長
崎
市
長
は
、
北
京
・
上
海
で
の
原
爆
展
開
催
で
中
日
友
好
協
会
の
孫
平
化
副
会
長
ら
に
要
請
し
た
が
「
中
国
は
、
原
爆
を
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
い
う
教
育
を
し
て
い
な
賑
。
覇
権
主
義
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
保
有
は
必
要
で
、
決
し
て
侵
略
の
た
め
に
使
う
も
の
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
原
爆
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
の
相
違
が
は
っ
き
り
し
カ
ベ
の
厚
さ
を
感
大
村
）
村
山
亜
弘
・
村
山
純
子
・
村
山
滋
樹
。
村
山
ふ
さ
え
各
千
円
（
西
彼
柱
浦
川
末
子
五
百
円
（
大
村
）
山
崎
博
史
。
（
西
彼
杵
）
田
中
大
輔
各
百
円
（
長
崎
）
松
本
政
也
千
円
。
（
西
彼
杵
）
山
口
悦
子
三
千
円
（
西
彼
杵
）
時
津
鶴
雄
五
千
円
・
時
津
ギ
ン
・
犬
塚
愛
子
・
山
崎
ツ
ョ
エ
各
千
円
・
青
木
半
治
二
千
円
（
西
彼
杵
）
太
田
か
ず
み
百
円
（
佐
世
保
）
宮
崎
勝
秀
。
神
長
敏
夫
・
浦
川
喜
久
子
・
植
松
秀
子
各
百
円
（
長
崎
）
赤
瀬
守
。
平
野
誠
。
永
田
滉
高
。
中
島
恭
男
各
百
円
（
諫
早
）
江
頭
米
彦
百
円
（
福
岡
）
川
崎
恭
治
・
川
崎
伊
都
子
。
牛
島
賢
一
。
牛
島
三
千
子
各
二
百
円
（
秋
田
）
谷
純
一
・
谷
昌
子
各
二
百
円
川
崎
武
久
・
川
崎
節
子
・
川
崎
洋
子
。
川
崎
令
子
。
川
崎
キ
ク
エ
各
二
百
円
（
（
神
戸
）
川
崎
紘
平
・
川
崎
栄
理
子
。
（
福
岡
）
川
崎
万
喜
子
・
川
崎
朋
子
各
二
百
円
（
長
崎
）
内
田
伯
四
千
五
百
円
稲
田
良
二
・
高
木
伸
夫
・
松
田
政
男
。
馬
渡
郁
雄
。
柿
本
修
宜
・
山
下
直
喜
・
今
村
今
見
。
諸
岡
泰
夫
・
岡
正
治
各
五
百
円
（
北
高
来
）
西
田
連
五
百
円
（
西
彼
杵
）
宇
都
宮
知
己
・
山
崎
法
子
（
長
崎
）
池
上
貞
則
。
田
郷
稔
。
阿
比
留
妙
子
各
二
百
円
（
長
崎
）
関
口
良
雄
一
万
円
（
南
高
来
）
広
瀬
良
夫
五
千
円
●●
（
長
崎
）
深
堀
義
俊
五
千
円
（
長
崎
）
朴
玖
奎
一
万
円
（
長
崎
）
大
窪
徳
行
三
千
円
．
（
長
崎
）
岩
永
正
三
五
千
円
（
長
崎
）
岩
波
章
三
千
円
（
逗
子
）
林
京
子
五
千
円
（
豊
中
）
豊
後
則
章
・
レ
イ
子
五
千
円
（
長
崎
）
柳
生
淳
子
二
千
円
（
長
崎
）
市
丸
道
人
一
万
円
（
東
室
米
田
ひ
さ
一
万
円
（
諫
早
）
諌
早
被
災
協
・
前
田
政
助
三
千
円
（
長
崎
）
富
松
常
雄
千
円
（
八
代
）
竹
屋
勝
彦
千
円
（
長
崎
）
恒
成
正
敏
千
円
（
東
京
）
服
部
学
三
千
円
（
長
崎
）
相
川
シ
ノ
ブ
他
三
千
五
百
円
（
小
郡
）
森
重
人
三
千
円
（
諫
早
）
山
尾
軍
治
三
千
円
（
東
京
）
田
中
干
禾
夫
五
千
円
（
福
岡
）
伊
藤
普
一
一
千
円
（
東
京
）
松
山
正
一
万
円
（
東
惠
お
お
え
ひ
で
三
千
円
（
長
崎
）
久
間
ヒ
サ
子
千
円
（
広
島
）
内
海
巌
三
千
円
（
福
岡
）
末
松
初
子
四
千
円
（
岩
手
）
高
橋
伊
三
郎
千
円
（
長
崎
）
中
川
光
江
一
万
円
（
東
京
）
芝
田
進
午
二
千
円
累
計
二
三
万
五
千
六
百
五
○
囚
※
証
言
の
会
基
金
募
金
５
月
’
７
月
（
敬
称
略
）
（
八
代
）
竹
屋
勝
彦
二
千
円
（
東
惠
服
部
学
二
千
円
（
東
京
）
広
田
重
道
五
千
円
（
北
九
州
）
柴
田
鷹
志
五
千
円
（
福
岡
）
坪
田
弘
五
千
円
（
小
田
原
）
北
村
敏
広
千
円
（
南
高
来
）
広
中
ユ
キ
ョ
千
五
百
円
（
逗
子
）
滝
田
衛
。
笑
子
五
千
円
（
山
口
）
渡
辺
信
生
二
千
円
（
岩
手
）
高
橋
伊
三
郎
二
千
円
（
東
恵
阪
本
英
津
子
二
千
円
（
む
つ
）
菊
池
蓮
治
二
千
円
（
壱
岐
）
浜
崎
均
二
千
円
（
長
崎
）
斉
藤
正
雪
二
千
円
（
西
彼
芯
じ
た
が
、
長
崎
の
使
命
と
し
て
今
後
と
も
機
会
を
見
つ
け
要
請
す
る
つ
も
り
だ
と
語
っ
た
。
（
４
．
四
長
崎
新
聞
）
■
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
外
相
夫
妻
献
花
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
の
ラ
ジ
ャ
ラ
ト
ナ
ム
外
相
夫
妻
は
十
九
日
長
崎
市
を
訪
れ
原
爆
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
祈
念
像
前
で
献
花
。
（
４
．
”
朝
日
新
聞
）
■
外
国
人
被
爆
コ
ー
ナ
ー
新
設
へ
長
崎
国
際
文
化
会
館
は
「
外
国
人
被
爆
者
コ
ー
ナ
ー
」
を
新
設
八
月
九
日
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
「
遺
品
。
写
真
・
記
録
な
ど
ど
ん
な
も
の
で
も
よ
い
か
ら
と
連
絡
を
待
っ
て
い
る
。
（
○
九
五
八
’
四
六
’
五
一
七
一
）
■
原
爆
問
謹
を
テ
レ
ビ
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
来
崎
長
崎
の
原
爆
問
題
や
西
欧
文
明
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
番
組
に
ま
と
め
た
い
と
監
督
、
レ
ポ
ー
タ
ー
が
来
崎
。
（
４
．
あ
共
同
）
■
「
む
つ
」
改
修
に
着
手
五
十
三
年
十
月
入
港
以
来
係
船
料
な
ど
で
も
め
続
け
た
「
む
つ
」
の
原
子
炉
し
や
閉
体
改
修
工
事
の
準
備
工
事
が
始
ま
っ
た
。
■
原
爆
の
怖
さ
世
界
の
子
に
子
供
た
ち
に
世
界
に
被
爆
の
記
録
を
贈
る
会
（
松
浦
総
三
代
表
）
は
米
国
が
保
存
す
る
膨
大
な
原
爆
記
録
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
。
日
本
版
と
外
国
版
の
原
爆
映
画
を
製
作
す
る
た
め
●
岩
倉
務
幹
事
ら
が
本
島
等
長
崎
市
長
を
訪
ね
協
力
を
求
め
た
。
総
費
用
は
全
二
万
五
千
人
の
協
力
者
か
ら
募
金
を
募
り
来
年
末
ま
で
に
製
作
。
’
－
